
［成果情報名］近年の気象条件から策定した水稲品種「つがるロマン」の移植晩限

［要約］「つがるロマン」における収量性、整粒歩合、味度値からみた登熟気温（出穂後 40

日間の平均気温）の適値は 20 ～ 24 ℃であり、これより推定される青森県津軽中央地帯の

移植晩限は６月３日で現行の栽培基準より９日程度拡大される。
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［背景・ねらい］

青森県における水稲の移植適期は、昭和 50 年代から見直しされることなく引き継がれ

ている。一方、近年の高温傾向により水稲の生育期間が高温で経過し、青森県津軽中央地

帯を中心に生育・品質が不安定となる年次が多くみられている。胴割粒や白未熟粒による

高温障害のリスク軽減には、作期分散により各圃場単位での出穂幅を拡大すること等が有

効であることから、現在の栽培品種及び気象条件からみた移植晩限拡大の実現性について

検討する。

［成果の内容・特徴］

１．移植日から幼穂形成期（穎花始原体分化初期）までの日数は移植日が遅くなるに従っ

て短くなる傾向であるが、晩植であっても十分な㎡当たり籾数が確保され、精玄米重

は６月第１半旬頃までは大幅な低下がみられない（図１）。

２．「つがるロマン」における気候登熟量示数（Y/S、Y：粗玄米重、S：日照時間（アメ

ダスの回転式日照計による観測値）は登熟気温（出穂後 40 日間のアメダスによる日平

均気温）が約 21 ℃のとき最大となる。また、「つがるロマン」の気候登熟量示数は、

収量性が重視されていた「アキヒカリ」と比べて登熟気温に対する変動が小さい。（図

２）

３．「つがるロマン」の整粒歩合が 80 ％を確保できる登熟気温は 19 ～ 24 ℃の範囲である。

また、「つがるロマン」の味度値は、登熟気温が 20 ～ 24 ℃の範囲で高く維持される傾

向である。（図３）

４．収量性、整粒歩合、味度値からみた登熟気温の適値（以下、登熟適温とする）を 20

～ 24 ℃として、過去 20 か年の黒石アメダス値と水稲生育予測式から各移植日毎に登

熟適温を確保する出現割合を算出すると、移植日が遅くなるに従い高温登熟に遭遇す

る危険性は低減し、登熟適温を確保する割合は５月 10 日から６月３日の範囲で同等と

なる。（図４）

５．以上から、青森県津軽中央地帯における移植晩限は６月３日頃と推定され、現行の栽

培基準である５月 25 日より９日程度拡大される。

［成果の活用面・留意点］

１．水稲生育予測式の予測誤差は、移植日が慣行栽培より遅くなっても２日程度と実用可

能な範囲である。

２．移植苗は、中苗及び成苗を用いる。また、栽植株数は坪当たり 70 株以上とする。

３．気候登熟量示数は、水稲の登熟期間における気温、日照時間からみた最大生産可能量

を示す指標である。

４．本成果は、水稲移植栽培の大規模経営で刈り取り適期幅を拡大する必要がある場合や

高温登熟によるリスクを回避するための作期分散を図る上で活用する。



［具体的データ］

図1 移植日と移植日から幼穂形成期までの 図2 登熟気温と気候登熟量示数

日数及び生育量、㎡当たり籾数 注1）Ｙ:粗玄米重、S:出穂後40日間の日照時間（アメダ

注1）年次：2008～2010年、試験場所：青森県黒石市、栽植 スにおける回転式日照計の積算値で、 1987～2006年

株数：坪当たり70株 は新太陽型電池式日照計の観測値を回転式日照計の

観測値に換算した）、登熟気温：出穂後40日間の平均

気温（日平均気温はアメダス観測値）

注2）図中の二次曲線は登熟気温における各階層の上

限値（つがるロマン+印、アキヒカリ*印)から導いた。

注3）試験年次：つがるロマン1996～2010年、アキヒカリ

1987～2006年、試験場所：青森県黒石市、十和田市

藤坂、栽植株数：坪当たり70～90株

注1）整粒歩合はSATAKE RGQI20、味度値はトーヨー味度メー

ターによる測定値

注2）作期移動試験：2004～2006年（移植日：5/12～13、5/19

～20、5/26～27）、2008～2010年（移植日：図1）、作況試験：19

96～2010年（移植日：5/20）、青森県黒石市、栽植株数：坪当

たり70～90株

注3）㎡当たり籾数：23000～41000粒（平均値：34000粒）

図3 登熟気温と整粒歩合、味度値

図4 過去20カ年（1991～2010）における黒石アメダスの登熟気温の出現割合

注）登熟適温は登熟気温が20℃以上、24℃以下の範囲

（木村利行）
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